
　
2
0
1
5
年
は
、「
森
林
」に
関
し
て
国
際

的
に
大
き
な
動
き
が
あ
る
年
で
す
。
森
林
問

題
に
関
す
る
政
府
間
対
話
の
場
で
あ
る
国
連

森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
５
月
に
第
11
回
会
合

が
行
わ
れ
、
新
た
な
閣
僚
宣
言
、
決
議
な
ど

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
国
連
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」が
採
択
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
同
目
標
に
示
さ
れ
る
ゴ
ー
ル
･

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
多
く
に
森
林
分
野
も
関
係
す

る
だ
ろ
う
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
の
森
林
・
林
業
関
係
者
が
一

同
に
会
す
る
第
14
回
世
界
林
業
会
議（
ダ
ー

持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
関
す
る

国
際
的
な
議
論
の
動
向

　
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」が
初
め
て
地
球

規
模
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
議
論
さ
れ

た
の
が
1
9
9
2
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

（
ブ
ラ
ジ
ル
）で
開
催
さ
れ
た「
国
連
環
境
開

発
会
議
」（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）で
し
た
。

　
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
森
林
に
関
す
る
初

め
て
の
世
界
的
な
合
意
と
な
る「
森
林
原
則

声
明
」が
採
択
さ
れ
、
森
林
に
対
す
る
各
国

の
主
権
、
森
林
の
持
続
可
能
な
経
営
に
向
け

た
各
国
の
責
務
な
ど
15
原
則
を
規
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
気
候

変
動
枠
組
条
約
や
生
物
多
様
性
条
約
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

世
界
の
森
を
変
え
る

〜
海
外
林
業
協
力
の
今
〜

2特集 special edition

　
森
林
は
、
生
物
多
様
性
の
減
少
、
温
暖
化
の
進
行
な
ど
の
地
球
規
模
の
問
題
と

の
関
連
も
含
め
、
様
々
な
面
で
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
全

と
利
用
を
両
立
さ
せ
、
将
来
の
世
代
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
て
い
く「
持

続
可
能
な
森
林
経
営
」に
向
け
た
取
組
が
国
際
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
関
連
す
る
国
際
的
な
取
組
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
林
野
庁

が
実
施
し
て
い
る
海
外
林
業
協
力
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
）で
は
、
国
連
食
糧
農

業
機
関（
F
A
O
）が
５
年
お
き
に
各
国
の
森

林
資
源
を
調
査
、
分
析
し
ま
と
め
て
い
る

「
世
界
森
林
資
源
評
価
2
0
1
5
」が
発
表
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
12
月
に
は
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
の
第
21
回
締
約
国
会
議（
C
O
P
21
）が

パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
緩
和
や

適
応
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
森
林

に
関
し
て
、
そ
の
減
少
や
劣
化
の
防
止
に
向

け
た
議
論
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

世界の森林面積

出典：FAO ｢Global Forest Resources Assessment 2010」

世
界
の
森
林
の
現
状

　

日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
が
森
林
で
す

が
、
国
際
的
に
み
る
と
こ
う
し
た
高
い
森
林

率
の
国
は
少
数
で
す
。
世
界
の
森
林
は
40
億

ha
、
森
林
率
は
31
％
で
あ
り
、
人
口
増
加
や

貧
困
を
背
景
と
し
た
森
林
の
農
地
･
牧
草
地

化
、
過
剰
な
伐
採
な
ど
に
よ
り
、
森
林
面
積

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」

を
合
い
言
葉
に
、
様
々
な
側
面
か
ら
取
組
が

行
わ
れ
各
国
が
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
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持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
進
捗
を

測
る「
も
の
さ
し
」と
は
‐
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
‐

　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
は
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
球
サ

ミ
ッ
ト
以
降
、
森
林
や
森
林
経
営
の
持
続
可

能
性
を
客
観
的
に
把
握
す
る「
も
の
さ
し
」と

し
て
、
熱
帯
木
材
生
産
国
に
よ
る「
国
際
熱

帯
木
材
機
関
基
準
･
指
標
」、
欧
州
各
国
に

よ
る「
汎
欧
州
プ
ロ
セ
ス
」、
環
太
平
洋
地
域

の
諸
国
に
よ
る「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
･
プ
ロ

セ
ス
」な
ど
世
界
各
地
で
９
つ
の
国
際
的
な

「
基
準
･
指
標
」が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
我
が
国
を
含
め
、

カ
ナ
ダ
、
米
国
、

ロ
シ
ア
、
中
国
な

ど
環
太
平
洋
諸
国

12
カ
国
が
参
加
す

る
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
･
プ
ロ
セ
ス
で

は
、
７
基
準
54
指

標
を
定
め
、
そ
の

枠
組
に
即
し
た
森

林
の
定
期
的
な
計

測
と
報
告
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

国連における持続可能な森林経営に関する主な政府間対話
　
国
連
で
は
地
球
サ
ミ
ッ
ト
後
も
継
続
的
に

世
界
の
森
林
に
関
す
る
政
府
間
対
話
が
行
わ

れ
て
き
て
お
り
、「
森
林
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
」、「
森
林
に
関
す
る
政
府
間
フ
ォ
ー

ラ
ム
」を
経
て
、
2
0
0
1
年
に
は
常
設
の

国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（
U
N
F
F
）が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
7
年
の
第
７
回
会
合

で
は
、
2
0
1
5
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
森

林
に
関
す
る
４
つ
の
世
界
目
標
を
含
め
、
各

国
や
国
際
社
会
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
盛

り
込
ん
だ「
全
て
の
タ
イ
プ
の
森
林
に
関
す

る
法
的
拘
束
力
を
伴
わ
な
い
文
書
」が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
11
回
会
合
で

は
、
こ
れ
を「
国
連
森
林
措
置
」と
改
称
す
る

と
と
も
に
、「
森
林
に
関
す
る
国
際
的
な
枠

組
」を
強
化
し
、
2
0
3
0
年
ま
で
延
長
す

る
こ
と
、
中
長
期
的
な
戦
略
計
画
を
策
定

し
、
実
施
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く

こ
と
等
を
定
め
た
閣
僚
宣
言
お
よ
び
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

※　「基準」とは、森林や森林経営の持続可能性についての観点。
　　「指標」とは、データなどの情報収集を行う項目。
資料：林野庁ＨＰ「分野別情報-森林・林業分野の国際的取組」

モントリオール･プロセスの基準･指標

気
候
変
動
対
策
の
た
め
の
国
際
的

な
森
林
分
野
の
取
り
組
み

　
生
態
系
の
再
生
能
力
を
超
え
た
過
剰
な
伐

採
等
に
よ
り
森
林
の
減
少
や
劣
化
を
招
く

と
、
森
林
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
大
量
の
炭
素

が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
結
果
、
地
球
温
暖

化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国際会議の様子
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JICAを通じた森林･林業分野の技術協力プロジェクト等
林
野
庁
が
実
施
し
て
い
る
海
外
林

業
協
力

　

森
林
は
、
木
材
生
産
だ
け
で
な
く
社
会

的
、
文
化
的
な
役
割
を
持
ち
、
国
と
国
を
超

え
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
各
国
の
施
策
遂
行

能
力
や
開
発
水
準
は
異
な
っ
て
お
り
、
森
林

の
持
つ
役
割
を
す
べ
て
持
続
的
に
機
能
さ
せ

る
に
は
、
国
際
的
な
連
携
と
協
力
が
必
要
で

す
。

　
こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
調
査
や
技
術

開
発
、
J
I
C
A
を
通
じ
た
専
門
家
の
派
遣

や
研
修
員
の
受
入
、
そ
し
て
国
際
熱
帯
木
材

機
関（
I
T
T
O
）や
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
U
N
F
F
）と
い
っ
た
国
際
機
関
へ
の
資
金

拠
出
や
人
材
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

注：平成26年12月末
資料：林野庁計画課調べ

省
と
協
力
し
て
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

（
J
C
M
）に
お
い
て
、
R
E
D
D
＋
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
類
の
作

成
や
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
と
し
て
は
、
機
材
供
与
な

ど
の
無
償
資
金
協
力
や
世
界
銀
行
等
国
際
機

関
へ
の
資
金
拠
出
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
昨
年
11
月
に
は
、（
研
）森
林
総
合
研

究
所
と
J
I
C
A
が
、「
森
か
ら
世
界
を
変

え
る
R
E
D
D
＋
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を

設
立
し
、
官
民
が
連
携
し
て
R
E
D
D
＋
に

関
す
る
情
報
を
発
信
･
共
有
し
て
い
ま
す
。

二国間クレジット制度（JCM）

資料：新メカニズム情報プラットフォーム

　
森
林
の
減
少
や
劣
化
に
由
来
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
世
界
の
総
排
出
量
の

約
１
割
を
占
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
森
林
の
減
少

や
劣
化
の
抑
制
に
世
界
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
対
策
の
１
つ
と
し
て
、
国
際
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
R
E
D
D
+
で
す
。

R
E
D
D
＋
と
は
、
2
0
0
5
年
の
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
の
第
11
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
11
）で
提
案
さ
れ
た
概
念
で
、
途
上

国
に
お
い
て
森
林
減
少
等
の
抑
制
活
動
を
行

う
こ
と
に
よ
る
排
出
の
削
減
に
対
し
て
、
国

際
社
会
が
経
済
的
な
利
益
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
提
案
以
降
、
R
E
D
D
+
の
制
度
的

な
枠
組
を
構
築
す
る
た
め
の
議
論
が
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
の
下
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
途
上
国
で
は
既
に

R
E
D
D
+
の
実
施
に
向
け
た
国
家
戦
略
の

策
定
等
、
そ
の
準
備
や
試
行
的
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
R
E
D
D
＋
を
実
施
す
る

た
め
に
、
関
連
す
る
会
議
に
参
加
し
て
国
際

的
な
議
論
の
進
展
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

補
助
・
委
託
事
業
を
通
し
た
森
林
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
把
握
す
る
技
術
の
開
発

等
や（
独
）国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）の
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
専
門
家
派
遣
を

通
じ
た
途
上
国
の
実
施
能
力
向
上
へ
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
外
務
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境

資料：REDD研究開発センター HP

REDD＋の基本的な考え方
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＊
四
川
省
震
災
後
森
林
植
生
復
旧
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＊

　

2
0
0
8
年
５
月
12
日
、
中
国
四

川
省
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
．
0
の
四
川
大
地
震
は
、
森
林
に

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
森
林
の
被
害
面
積
は
約

33
万
ha
に
上
り
、
地
す
べ
り
、
土
石

流
、
落
石
な
ど
、
二
次
的
な
災
害
を

引
き
起
こ
す
危
険
が
懸
念
さ
れ
る
状

態
で
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
地
周
辺
は
、
パ
ン
ダ
な
ど
希
少
な
野
生
生
物
の

主
要
な
生
息
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
長
江
上
流
域
の
重
要
な
水

源
地
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
森
林
の
早
期
回
復
に
よ
る
土
砂

の
崩
壊
・
流
出
防
止
機
能
や
水
源
か
ん
養
機
能
の
回
復
な
ど
が

急
務
で
し
た
。

　
我
が
国
で
は
、
中
国
政
府
の
要
請
に
応
え
、
2
0
1
0
年
２

月
か
ら
５
カ
年
計
画
で
J
I
C
A

を
通
じ
て
四
川
省
林
業
庁
へ
林
野

庁
か
ら
も
専
門
家
を
派
遣
し
、
被

災
し
た
森
林
の
復
旧
に
必
要
と
な

る
技
術
力
向
上
へ
の
協
力
と
技
術

体
系
確
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

四
川
省
林
業
調
査
計
画
院
が
中
心

と
な
っ
て
、
我
が
国
の
治
山
技
術

基
準
な
ど
を
参
考
に
し
た
林
業
治

山
技
術
の
調
査
、
計
画
、
測
量
、

設
計
に
つ
い
て
の
技
術
規
程
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
四
川
省
内
に

加
え
中
国
国
内
の
他
地
域
か
ら
も

視
察
や
研
修
の
申
し
込
み
が
多
く
、

中
国
で
の「
治
山
」の
重
要
性
を
広

め
る
こ
と
に
な
り
、
中
華
人
民
共

和
国
森
林
法
に
新
た
に「
治
山
」と

い
う
文
言
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

＊
途
上
国
森
林
劣
化
対
策
整
備
事
業
＊

　

R
E
D
D
＋
の
実
施
に
は
、
森
林

の
減
少
や
劣
化
に
伴
う
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
異

な
る
２
時
点
の
森
林
の
炭
素
蓄
積
量

の
差
か
ら
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
森
林
の
炭
素
蓄
積
量
は
、
森

林
面
積
と
単
位
面
積
当
た
り
の
炭
素

蓄
積
量
か
ら
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
森
林
面
積
の
増
減
は
衛
星
画
像
の
解
析
に
よ
り
、
単
位
面
積
当

た
り
の
炭
素
蓄
積
量
は
地
上
調
査
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
補
助
事
業
等
の
成
果
に
よ
り
、
森
林
の
減
少
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
把
握
す
る
技
術
は
概
ね
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
森
林
の
劣
化
に
つ
い
て
は
、
単
純
な
森
林
面
積
の

減
少
で
は
把
握
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
、
途
上
国
に
は
地
上
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
森
林
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
劣
化
し
た

森
林
の
位
置
や
そ
の
炭
素
蓄
積
量
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
林
野
庁
で
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
途
上
国
森
林
劣
化
対

策
整
備
事
業
を
開
始
し
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
お
い
て
、
途
上
国
で
導
入

可
能
な
衛
星
画
像
や
デ
ジ
タ
ル
空

中
写
真
な
ど
を
活
用
し
た
、
森
林

劣
化
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
効
率
的
に
把
握
す
る
技
術
の

開
発
や
、
研
修
を
通
じ
た
技
術
移

転
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊
ベ
ト
ナ
ム
で
の
林
業
協
力
＊

　
ベ
ト
ナ
ム
の
森
林
面
積
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
過
剰
伐
採
に

よ
っ
て
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
9
0
年
を
境
に

増
加
に
転
じ
、
現
在
で
は
約
41
％
の
森
林
率
ま
で
回
復
し
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
森
林
保
護
開
発
計
画
等
に
よ
る
と
、
今
後

は
戦
前
と
同
じ
45
％
程
度
ま
で
の
回
復
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
で
は
、「
森
林
保

護
開
発
法
」に
基
づ
く
10
カ
年
間
の「
森
林
保
護
開
発
計
画
」や
そ

れ
よ
り
や
や
長
期
的
な「
森
林
開
発
戦
略
」を
作
成
し
、
森
林
回

復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
法
律
･
計
画
に
加
え
て
、
2
0
1
3
年
に
は
、
森

林
･
林
業
分
野
で
の
経
済
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た「
森
林
セ
ク
タ
ー
改
革
提
言
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
野
庁
は
、
J
I
C
A
を
通
じ
て
専
門
家
を
派
遣
し
、
こ
れ

ら
の
政
策
作
成
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
省
で

R
E
D
D
＋
の
実
施
に
向
け
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
行
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
開
発
等
を
行
う

J
I
C
A
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
、
民
間
企
業
も

参
画
し
、
J
C
M
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
協

力
を
統
合
し
て
、

森
林
政
策
、
持

続
的
な
森
林
経
営

（
R
E
D
D
+
を
含

む
）、
生
物
多
様
性

保
全
を
包
括
的
に
支

援
す
る
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
、
林
野
庁
か
ら
も

引
き
続
き
専
門
家
を

派
遣
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

日本での研修の様子

施工後の植生回復状況（2014年4月） 施工前　（2011年5月）

作業の様子

写真配置と３Dモデル

空中写真撮影に使用した
UAV（無人航空機）オルソフォト

DSM（デジタル表層モデル）
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